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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 (1)経営成績に関する説明 

当第３四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は貸出金利息の減少などにより資金運用収益が減少したことな

どから、前年同四半期に比べ 15 億 38 百万円減少し、608 億 45 百万円となりました。 

一方、経常費用は営業経費が増加したことなどから、前年同四半期に比べ 37 億 10 百万円増加し、503 億 96 百万円と

なりました。 

この結果、経常利益は前年同四半期に比べ 52 億 49 百万円減少し、104 億 49 百万円となりました。 

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に比べ 51 億 89 百万円減少し、70 億 48 百万円となりました。 

なお、四半期包括利益は前年同四半期に比べ 150 億 20 百万円増加し、152 億 42 百万円となりました。 

通期予想比進捗率は、経常利益で 92.4％、親会社株主に帰属する四半期純利益で 95.2％と、計画以上の推移となりま

した。 

 (2)財政状態に関する説明 

 当第３四半期末における連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末に比べ 2,857 億円増加し、５兆 6,204

億円となりました。 

また、純資産は前連結会計年度末に比べ 116 億円増加し、3,472 億円となりました。 

 主要な勘定残高では、預金等（譲渡性預金含む）は個人預金や法人預金が増加したことなどから、当第３四半期末残高

は前連結会計年度末に比べ 1,018 億円増加し、４兆 7,454 億円となりました。 

貸出金は住宅ローンなどの個人向け貸出や中小企業向け貸出が増加したことなどから、当第３四半期末残高は前連結会

計年度末に比べ 500 億円増加し、２兆 9,323 億円となりました。 

また、有価証券の当第３四半期末残高は前連結会計年度末に比べ 828 億円増加し、２兆 805 億円となりました。 

 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年 11 月８日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 (1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 (2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号平成 28 年３月 28 日。以下「回収可

能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法

の一部を見直しております。 

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第 49 項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１

四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第 49 項(3)①から③に該当する定めを適用した場合の繰延

税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金及び非支配株主持分に加算しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産が 23 百万円増加し、繰延税金負債が 91 百万円減

少し、利益剰余金が 105 百万円増加し、非支配株主持分が９百万円増加しております。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  当行は、（企業結合等関係）に記載のとおり、子会社株式の追加取得を行っております。 

 
この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が 2,662 百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て資本剰余金が 10,220 百万円となっております。 

  

（企業結合等関係） 

  共通支配下の取引等 

  子会社株式の追加取得 

  

 １.取引の概要 

  (1)結合当事企業の名称及びその事業の内容 

      株式会社百五ディーシーカード（クレジットカード業務及び信用保証業務） 

      株式会社百五総合研究所（地域産業調査及びコンサルティングに関する業務） 

   (2)企業結合日 

      平成 28 年 12 月 28 日 

   (3)企業結合の法的形式 

      非支配株主からの株式取得 

   (4)結合後企業の名称 

      変更ありません。 

   (5)その他取引の概要に関する事項 

 

     当行グループ内の持分比率を引き上げることによりグループ経営の強化を図り、これまで以上にグループが一

体となった総合金融サービスを提供することを目的として、非支配株主が保有する株式を取得したものでありま

す。 

  

 ２.実施した会計処理の概要 

 

   「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号平成 25 年９月 13 日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号平成 25 年９月 13 日）に基づき、共通支配下

の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。 

  

 ３.子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項 

   被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

 取得の対価   現金預け金   1,723 百万円 

 取得原価            1,723 百万円 

  

 ４.非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項 

  (1)資本剰余金の主な変動要因 

      子会社株式の追加取得 

   (2)非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

      2,662 百万円 
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平成 29 年３月期 第３四半期決算補足説明資料 

 

※ 記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

１． 平成 29 年３月期 第３四半期の損益状況（単体） 
 

 

                                                                                    (単位：百万円) 

 

平成 29 年３月期 

第３四半期 

累計期間 

(９ヵ月間） 

 平成 28 年３月期 

第３四半期 

累計期間 

(９ヵ月間) 

 

平成 29 年 

３月期 

通期予想 

(12 ヵ月間) 

前年同四半期 

累計期間比 

経 常 収 益   51,420  △2,451  53,871  66,300 

業 務 粗 利 益 ①  39,268  △2,519  41,787  

 

 

資 金 利 益   34,340  △521  34,862  

役 務 取 引 等 利 益   5,575  60  5,515  

そ の 他 業 務 利 益   △647  △2,057  1,409  

 う ち 国 債 等 債 券 損 益 ②  561  △1,162  1,724  

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ③   △699 [△598] △699 [△101] －  

経 費 ④  31,376  △108  31,485  

 

人 件 費   17,364  △145  17,510  

物 件 費   12,358  195  12,163  

税 金   1,653  △157  1,811  

業 務 純 益   8,591  △1,711  10,302  10,700 

 実 質 業 務 純 益 （ ① － ④ ）   7,891  △2,411  10,302  10,100 

 コ ア 業 務 純 益 （ ① － ② － ④ ）   7,329  △1,248  8,578  9,500 

臨 時 損 益 等   586  △3,591  4,177  

 
 

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ⑤  1,212  1,025  186  

 うち個別貸倒引当金繰入額   1,066 [ 1,293] 1,066 [△226] －  

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ⑥  －  △327  327  

う ち 株 式 等 関 係 損 益   2,100  △441  2,541  

経 常 利 益   9,177  △5,302  14,480  10,100 

特 別 損 益   △86  △2,975  2,889  

 

税 引 前 四 半 期 純 利 益   9,091  △8,278  17,369  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税   2,136  △723  2,859  

法 人 税 等 調 整 額   273  △2,310  2,583  

法 人 税 等 合 計   2,409  △3,033  5,442  

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益   6,682  △5,245  11,927  7,200 

           

与 信 関 係 費 用 （ ③ ＋ ⑤ － ⑥ ）   512  653  △140  1,000 

（注） 貸倒引当金戻入益計上前の計数を［  ］内に記載しております。  

○ 当第３四半期までの経常利益は 9,177 百万円（通期予想比進捗率：90.8％）、四半期純利益は 6,682

百万円（通期予想比進捗率：92.8％）となり、計画以上の推移となっております。 

○ また、経常収益は 51,420 百万円（通期予想比進捗率：77.5％）、業務純益は 8,591 百万円（通期予想

比進捗率：80.2％）となりました。 
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２． 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

     (単位：億円、％)      (参考) (単位：億円、％) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末 

 

平成 28 年９月末 

破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 84 81 90 

危 険 債 権 418 449 426 

要 管 理 債 権 86 111 91 

合 計 589 642 609 

総 与 信 に 占 め る 割 合 1.98 2.19 2.06 

（注）当行は部分直接償却を実施しておりません。 
 

３． 自己資本比率（国内基準） 

(単位：億円、％)       (参考)    (単位：億円、％)  

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年９月末 

 連結 単体 連結 単体  連結 単体 

自 己 資 本 比 率 9.98 9.58 10.61 10.18  9.97 9.56 

自 己 資 本 の 額 2,473 2,350 2,593 2,460  2,452 2,327 

リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 24,769 24,519 24,436 24,154  24,597 24,325 

総所要自己資本額（注） 990 980 977 966  983 973 

（注）総所要自己資本額は、リスク・アセットの額に４％を乗じた額であります。 

 

４． 有価証券の評価損益（単体） 

(単位：億円)       (参考)        (単位：億円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年９月末 

評価損益 評価損益  評価損益 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

満 期 保 有 目 的 － － － － － －  － － － 

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式 － － － － － －  － － － 

そ の 他 有 価 証 券 1,468 1,533 65 1,579 1,591 12  1,312 1,365 53 

 株 式 1,083 1,087 3 1,160 1,164 3  822 832 10 

 債 券 318 333 14 338 338 0  410 414 3 

 そ の 他 65 112 46 79 88 8  78 117 38 

合 計 1,468 1,533 65 1,579 1,591 12  1,312 1,365 53 

 
 
 
  

○ 金融再生法ベースの開示債権は、平成 28 年９月末比 19 億円減少し、589 億円となりました。 

また、総与信に占める割合は平成 28 年９月末比 0.08 ポイント低下して 1.98％となりました。 

○ 自己資本比率は、連結で平成 28 年９月末比 0.01 ポイント上昇して 9.98％、 

単体で平成 28 年９月末比 0.02 ポイント上昇して 9.58％となりました。 

○ 有価証券の評価損益は、平成 28 年９月末比 156 億円増加し、1,468 億円の評価益となりました。 
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５． 預金等（譲渡性預金含む）・貸出金の残高（単体） 
 

（単位：億円）        （参考）      （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年９月末 

預金等(譲渡性預金含む) 47,580 46,990  46,426 

 う ち 個 人 35,733 35,333  34,948 

貸 出 金 29,376 28,765  29,023 

 う ち 消 費 者 ロ ー ン 8,731 8,061  8,609 

 

 

（ご参考） 
預り資産残高（単体） 

（単位：億円）        （参考）      （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年９月末 

投資信託       （注１） 1,055 1,097  1,054 

公共債 319 383  325 

保険          （注２） 2,485 2,365  2,469 

（注１） グループ全体での投資信託預り資産残高は、以下のとおりであります。 

投資信託（グループ全体） 1,489 1,583  1,490 

 うち百五証券（株） 433 486  435 

（注２） 保険は、一時払個人年金保険及び一時払終身保険の販売額累計であります。 

 

 
 

以   上 
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